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概要（Summary）： 
液 中 に お け る Alexa488 標 識 PAMAM-NH2
（A488PAMAM-NH2） デンドリマーの挙動について、

走査型プローブ顕微鏡(SPM)により観察を行った。試料は

第４世代（４層）からなる A488PAMAM-NH2 デンドリマ

ーの細胞培養液 DMEM で希釈した 2.5%溶液をマイカ基

板に滴下後、直ちにDMEMで満たした観察容器にプロー

ブを挿入して試料のサイズ、挙動の観察を 5 日間行なっ

た。その結果、日経過によりDMEM中のPAMAM-PEG粒

子は拡大することがわかった。 

 

実験（Experimental）： 

溶液セルに固定したマイカ基板をヘキ開直後に、DMEM

にて４倍希釈した A488PAMAM-NH2 を 1μl 滴下し、

速やかに DMEM 溶液を満たした SPM 装置（SPM-9700 

島津製作所製）に移し観察を開始した。蒸発などにより減

った溶液は、適宜 DMEM 溶液を追加した。観察終了から

次回観察開始までの間は蒸発を防ぐため溶液にパラフィ

ルムを貼り、冷蔵庫 4℃にて保存した。 

 

結果と考察（Results and Discussion）： 

走査型プローブ顕微鏡によるマイカ基盤上で、体液に等

しいDMEM溶液中におけるA488PAMAM-NH2の観察

を行った。観察開始、1 日目で粒径 94.1～102.5 nm、高さ

74.31～80.8であった。2日目で粒径 152.4～165.4nm、高

さ 125.0～134.9であった。3日目で粒径 215.3～234.1 nm、

高さ 199.4～202.7 であった。4 日目で粒径 217.4～297.8 

nm、高さ 166.2～258.9 であった。5 日目で粒径 316.5～

367.2 nm、高さ 285.4～290.5 となった。 

PAMAM-NH2 の１日目の結果では、同様な測定条件

で 粒 径 21.2 ～ 41.5 nm 、 高 さ 18.1 ～ 33.4 で 、

A488PAMAM-NH2より小さかった。Alexa488標識は、

非標識の PAMAM-NH2 よりも親水性であり、Alexa488 は

マイナスイオンの荷電をもつ。A488PAMAM-NH2 の

より大きな凝集塊は、この親水性と関係している可能性が考

えられた。 

 
図１ 500nm 視野観察による A488PAMAM-NH2 の経日

変化 

 

その他・特記事項（Others）： 

今後の課題： 環境中や生体を反映した状況を考えると、

PAMAM dendrimerの表面基の修飾と溶液中の PHや塩濃度

との関係により、その集合体の構造が変化するかどうか

検討する必要がある。 
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